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現
在
、広
島
県
内
に
は

26
の
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
協
議
会
（
以
下
、

T
E
A
M
）が
設
立
さ
れ
、

市
民
や
事
業
所
、行
政
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
複
数

T
E
A
M
と
脱
温
暖
化
セ

ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま
な
ど
で

共
同
体
を
形
成
し
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
効

果
を
検
証
し
、成
果
の
活

用
を
通
じ
て
低
炭
素
社
会

づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

し
、4
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
の
で
、そ
の

活
動
内
容
や
成
果
を
紹
介

す
る
。な
お
、こ
の
事
業
は
、

環
境
省
の
補
助
金（
地
域

活
動
支
援
・
連
携
促
進
事

業
）を
活
用
し
た
。

■
緑
の
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に

よ
る
C
O2
削
減
効
果
や
実

測
に
よ
る
温
度
上
昇
抑
制

効
果
、効
果
的
な
設
置
方

法
な
ど
を
検
証
し
、結
果

を
県
内
全
域
に
広
め
実
践

者
を
増
や
す
こ
と
を
ね
ら

い
に
、13
T
E
A
M
と
広

島
工
業
大
学
都
市 

・ 

建
築

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
た
。

　

ま
ず
、緑
の
カ
ー
テ
ン
を

栽
培
し
省
エ
ネ
に
取
り
組

む
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募

集
。チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
は

記
録
用
紙
を
配
布
し
、7

〜
9
月
の
電
気
使
用
量
の

記
録
や
取
り
組
ん
だ
感
想

な
ど
を
記
録
し
て
も
ら
っ

た
。２
５
５
人
が
挑
戦
し
、

3
カ
月
間
の

電
気
使
用
量

は
昨
年
同
月

と
比
較
し
て

７
３
２
７

k
w
h
削
減

で
き
、４
８
１

４
㌔
㌘
の
C

O2
削
減
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、

デ
ー
タ
ロ

ガ
ー（
自
動

温
度
測
定

機
）で
の
測
定
を
20
カ
所
、

簡
易
温
度
計
を
使
っ
て
1

日
限
定
で
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
の
温
度
測
定

を
40
カ
所
、熱
画
像
や
魚

眼
カ
メ
ラ
で
撮
影
、被
覆
率

の
測
定
な
ど
を
12
カ
所
で

実
施
し
た
。こ
う
し
た
測

定
結
果
を
も
と
に
、C
O2

削
減
効
果
算
出
方
法
を
考

案
中
だ
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
追

放
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
状
況
を
把
握
す
る
と
同

時
に
効
果
的
な
省
エ
ネ
手

法
を
習
得
し
、無
理
な
く

家
庭
か
ら
の
C
O2
削
減
を

図
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、14

T
E
A
M
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
結
成
し
た
。

　

ま
ず
、省
エ
ネ
に
挑
戦
す

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募

集
。8
〜
9
月
に
学
習
会

を
開
催
し
、家
庭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
実
態
や
省
エ
ネ

対
策
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
学

ん
だ
。そ
の
後
、チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
は
省
エ
ネ
を
実

践
す
る
と
同
時
に
、９
〜

10
月
の
電
気 

・ 

ガ
ス 

・ 

灯
油

使
用
量
や
取
り
組
ん
だ
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
記
録
し
て

も
ら
っ
た
。

　

11
〜
12
月
に
は
、再
度

学
習
会
を
開
催
し
、実
践

を
振
り
返
る
ほ
か
、省
エ
ネ

を
広
め
活
動
を
拡
大
さ
せ

る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
出

し
を
行
っ
た
。

　

6
4
1
人
が
挑
戦
し
、

２
カ
月
間
の
電
気
使
用
量

は
昨
年
同
月
と
比
較
し
て

1
万
4
5
1
0
k
W
h
削

減
で
き
た
。ま
た
、都
市
ガ

ス
は
13
・５
立
方
㍍
削
減
、

L
P
ガ
ス
は
22
立
方
㍍
増

加
、灯
油
は
3
7
8
㍑
削

減
と
な
り
、２
カ
月
で
１
万

3
7
5
㌔
㌘
の
C
O2
が
削

減
で
き
た
。

■
キ
ッ
チ
ン
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
〝
煮
る
〞に
着
目
し
、エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
削
減
効
果
を

検
証
し
、削
減
効
果
の
高

い
調
理
法
の
実
践
を
通
じ

て
キ
ッ
チ
ン
で
の
C
O2
削

減
を
推
進
し
よ
う
と
、

5
T
E
A
M
と
広
島
工
業

大
学
都
市 

・ 
建
築
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
結
成
し
た
。

部門 事業名

平成25年度環境と健康のコミュニティ活動助成事業一覧
　

ま
ず
、学
習
会
を
開
催

し
、メ
ン
バ
ー
が
カ
レ
ー
を

調
理
す
る
際
に
実
践
し
て

い
る
エ
コ
技
を
共
有
。そ
の

後
、実
験
を
重
ね
、市
販
の

箱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
レ

シ
ピ
で
調
理
し
た
場
合
と

エ
コ
技
で
調
理
し
た
場
合

の
ガ
ス
お
よ
び
電
気
の
使

用
量
を
測
定
し
た
。そ
の

結
果
、「
保
温
」で
加
熱
時

間
を
短
縮
し
、火
力
の
レ
ベ

ル
を
下
げ
て
も
、美
味
し
く

仕
上
が
る
新
た
な
エ
コ
技

が
誕
生
し
、箱
の
レ
シ
ピ
で

作
る
よ
り
も
ガ
ス
は
約

30
％
、電
気
は
約
20
％
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
削
減
に
つ
な
が

る
。ま
た
、フ
リ
ー
ス
な
ど

を
使
っ
た
保
温
調
理
は
、加

熱
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が

る
う
え
、特
別
な
道
具
が
無

く
て
も
実
践
可
能
で
、非
常

に
有
効
な
エ
コ
技
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　

現
在
、検
証
結
果
や
エ
コ

技
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子

を
作
成
中
で
、エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
な
ど
で
活
用
し

て
も
ら
う
予
定
だ
。

■
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

車
の
燃
料
消
費
状
況
を

計
測
す
る
装
置
を
取
り
付

け
て
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
効

果
を
実
測
で
検
証
し
て
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
に
役

立
て
よ
う
と
、T
E
A
M 

M
A
T
E
ひ
ろ
し
ま
や
生

協
ひ
ろ
し
ま
、広
島
工
業

大
学
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

結
成
し
た
。

～活動の概要～

導入型

広域型

発展型

団体名 活動の概要
世羅町
津名地区
三次市
布野地区

廿日市市
佐伯

北広島町

東広島市

世羅町

世羅町
西大田地区

福山市
泉学区

福山市
道上学区

庄原市
西城地区

尾道市

府中市

世羅西地域ゴミステーション
モデル推進事業
おいで～やぁ
　横谷の大自然の中へ

環境マップ作製（活動事業）

「健診へ行こうよ！」事業

「学社融合・食育教室」
とうもろこしの種まき、収穫体験

個別省エネ診断

『学社融合』小さな行動
　　大きな“力”に！

西大田地区
　公衛協活性化事業

世羅町公衛協ＰＲ作戦

アイガモ農法
　による米づくり教室

北広島町笑顔で取り組む
脱温暖化のまちづくり事業

佐伯リサイクルまつり

　

募
集
人
数
は
、前
期
･

後
期
で
そ
れ
ぞ
れ
15
人
の

計
30
人
で
あ
る
。

　

ま
ず
、運
転
デ
ー
タ
を

集
積
す
る
計
測
装
置
を
車

に
取
り
付
け
、１
カ
月
間
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
運
転

を
し
て
も
ら
っ
た
。次
に
、

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー 

・ 

モ
ビ
リ

テ
ィ
財
団
が
認
定
し
た
自

動
車
教
習
所
で
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
教
習
を
受
講
し
て
も

ら
い
、そ
の
後
の
１
カ
月
は

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
て

も
ら
っ
た
。

　

30
人
の
参
加
者
か
ら
集

積
し
た
デ
ー
タ
の
累
計
は
、

走
行
距
離
5
万
5
1
3
2

㌔
㍍
、
燃
料
消
費
量

3
9
5
2
㍑
で
、
平
均
燃

費
は
1 4
㌔
㍍
/
㍑
で
あ
っ

た
。燃
費
削
減
に
成
功
し

た
参
加
者
の
平
均
削
減
率

は
6
％
で
、年
間
62
㍑
の
燃

料
削
減
と
な
り
、
年
間

1
4
3
㌔
㌘
の
C
O2
が
削

減
で
き
る
。車
種
別
で
は
、

軽
自
動
車
は
5
％
で
年
50

㍑
削
減
、普
通
乗
用
車
は

9
％
で
年
1
0
6
㍑
削

減
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
は

8
％
で
年
62
㍑
削
減
と

な
っ
た
。

　

参
加
者
の
感
想
で
は
、

「
計
測
装
置
の
取
り
付
け

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
は

面
倒
だ
っ
た
が
、運
転
状
況

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か

る
の
は
面
白
か
っ
た
」「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
は
思
っ

て
い
た
よ
り
も
効
果
的

だ
っ
た
」「
ク
セ
に
気
づ
け

た
の
で
良
か
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
あ
っ
た
。ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

続
け
る
に
は「
車
に
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
が
分
か
る
機
能
を

付
け
る
と
良
い
」「
燃
料
消

費
量
が
分
か
る
と
良
い
」

と
い
う
感
想
が
多
か
っ
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
に

向
け
て
は
、「
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
講
習
会
を
開
く
と
良
い
」

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
安
全
運

転
に
つ
な
が
る
こ
と
を

P
R
す
る
と
良
い
」と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は

冊
子
に
ま
と
め
、今
後
の
活

動
の
参
考
に
活
用
し
て
も

ら
う
予
定
だ
。

（
脱
温
暖
化
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま
）

学習会・エコツアーを開催し、きれいなゴミ
ステーションづくりをめざす。
あそび体験フェスタを開催し、各コーナー
を回りながら楽しく環境学習をする。
リサイクルまつりを開催し、ごみの減量化、
資源の有効活用を推進し、地球環境を守
ることの動機付けを行う。
エネルギーの無駄遣いをなくす生活習慣
を広め、日常生活から排出される二酸化炭
素を減らす取り組みを行う。

アイガモ農法による無農薬で環境にやさし
い米づくりを行い、食の安全や環境につい
ての理解を広める。
スポーツごみ拾い大会を開催し、公衛協
活動への理解を深め、公衛協の活性化を
図る。
水辺教室やエコツアーを開催し、環境づく
りのリーダーをめざし、公衛協の活性化を
図る。
緑のカーテン、マイ箸づくりなどの活動を
行い、温暖化防止について学習し、アクシ
ョンを起こしてもらう。
環境家計簿により省エネ診断を行い、学
区内の季節変動を把握する。さらに、地区
の省エネ意識向上に努める。
とうもろこしの種まき、収穫を体験し、収穫
したとうもろこしを食べ、食育につなげる。

地域コミュニティによる受診率向上運動の
さらなる飛躍をめざす。また、モデル地区内
での生活習慣病予防学習会などを行う。

環境マップを作成し、公衛連の活動を広く
市民にアピールする。さらに、地域の環境
美化についての意識づくりを行う。

４プロジェクトを展開

エ
コ
技
で
カ
レ
ー
を
調
理
す
る
メ
ン
バ
ー(

上)

、省
エ
ネ
に
挑
戦
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催(

下)

ＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくりＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくりＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくりＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくり


